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２－６－１ 病弱養護学校における教育課程の類型

の実態に関する結果と考察

表2-6-1に示すように病弱養護学校において「学年

相応に準ずる教育課程」を設けているのは、小学部

で77校中71校（92.2％）中学部で78校中76校（97.4

％）高等部で43校中37校（86％）であった。「下学年

適用による教育課程」を設けているのは、小学部18

校（ 23.4％ ）中学部で19校（ 24.4％）高等部で 13校

（ 30.2％）であった。「知的障害養護学校の教育課程」

が、小学部で34校（44.2％）中学部で26校（33.3％）

高等部で25校（58.1％）と、30％～60％の割合で設

けられていた。自立活動を主とする教育課程を設け

ているのは、小学部で30校（39.0％）、中学部で25校

（32.1％）、高等部で20校（46.5％）で、高等部におけ

る設置率が高かった。また、訪問教育による教育課

程は小学部34校（44.2％）、中学部が27校（34.6％）、

高等部20校（46.5％）であった。

以上にみられるように、学年相応に準ずる教育課

程が中心であることが明らかにされた。しかし、「知

的障害養護学校の教育課程」を設けている学校が高

等部で60％近くことが明らかにされ、「自立活動を主

とする教育課程」よりもその割合が多いことが明ら

かにされた。学部間比較をみると、「知的障害養護学

校の教育課程」「自立活動を主とする教育課程」につ

いては、小学部や中学部より高等部の割合が高く

なっていることが明らかにされた。

２－６－２ 病弱養護学校における教育課程の類型

ごとの児童生徒数の実態に関する結果と考察

表2-6-2に示すように教育課程の類型ごとの児童

生徒数をみると、「学年相応に準ずる教育課程」が

58.2％と最も高く、それ以外では「自立活動を主と

する教育課程」を設けている割合で19.0％、ついで

「知的障害養護学校の教育課程」が12.5％、さらに

「下学年適用による教育課程」が8.5％であった。各

学部間で比較してみると、中学部において「学年相

応に準ずる教育課程」で学ぶ児童生徒数が65.2％と

高く、その分「知的障害養護学校の教育課程」で学

ぶ数が8.6％と、他学部に比べて低い値を示している

ことが明らかにされた。

２－６－３ 教育課程の類型ごとの自立活動の週平

均指導時数に関する結果と考察

表2-6-4に示すように「学年相応に準ずる教育課

程」については、小学部3.1時間、中学部3.3時間、高

等部4.8時間であった。「下学年適用による教育課程」

については、小学部5.8時間、高等部で6.8時間と中学

部の2.8時間に比して多いことが明らかにされた。一

方、「知的障害養護学校の教育課程」については、小

学部4.6時間、高等部4.8時間に対して、中学部6.0時

間と他学部にくらべて多いことが明らかにされた。

自立活動を主とする教育課程については、14から17

時間の時間をあてていることが明らかにされた。
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表2-6-1 病弱学校における教育課程の類型（小・中・高等部）

表2-6-2 病弱養護学校における教育課程の児童生徒数

＊



－21－

表2-6-4 教育課程の類型ごとの自立活動の週平均指導時数（小・中・
高等部）

表2-6-3 教育課程の類型ごとの児童生徒数（小・中・高等部）


